
平成 30 年度第 3回日本生理学会教育委員会議事録 
 

日 時 2018年11月18日（日）11時30分～13時00分 

会 場 慈恵会医大2号館 1101会議室 
出席者 安西尚彦（千葉大） 石松秀（西九州大）、江崎誠治（大阪大谷大）、 

     岡本圭一郎（新潟大）、奥村哲（静岡理工科大）、河合佳子（東北医科薬科

大）、鯉淵典之（群馬大）、小山なつ（滋賀医科大）、渋谷まさと（女子栄養

短大）、田中美智子（宮崎県立看護大）、中島昭（藤田医科大）、深田優子

（生理研）、南沢享（東京慈恵会医科大）、渡邉 マキノ（順天堂大） 

  （以上50音順 敬称略） 

欠席者 椎橋実智男（埼玉医大）、山下俊一（女子栄養大、編集広報委リエゾン） 

オブザーバー 松尾理（近畿大学）  

 

議 長 南沢享          書 記    岡本圭一郎 

 

【報告事項】 

 

１前回議事録の報告、安西尚彦氏の紹介 

平成28年8月26日、順天堂大学で開催された平成30年度第2回日本生理学会教育委員会議事録が

確認され、承認された。また安西尚彦氏より教育委員会委員就任の挨拶があった。 

 

２. FAOPS 教育 WS 実行委員会報告（鯉淵委員：割愛） 
教育委員会の実施直前に行われたため割愛した。 
 
３. 認定委員会報告 （中島委員） 
中島委員より、認定委員会委員長の交代と、平成 31 年 4 月 1 日新委員長に椎橋委員、副委

員長には奥村委員が就任する旨、報告があった。また日本生理学会の規約改定に関連し、認

定委員会の規約を改定する方向であること、現在、準備中であるシニア educator制度の概

要の説明、佐藤委員の認定委員会（鈴木委員の海外赴任に伴う）への加入に関する報告があ

った。  
 
3. 第 96 回日本生理学会大会における教育講演について（石松委員） 
演者と座長紹介があった。 
 
4. 生命科学教育シェアリンググループ法人化について（渋谷委員） 
生命科学教育シェアリンググループについて、渋谷委員により 2018 年 12 月に法人化に至

った経緯の説明があった。本件は、同日開催される日本生理学会理事会にて、報告予定であ

ること、理事会の決議を経て、教育委員会での対応を議論してゆくことが南沢委員長より説

明された。 
 
5. 会員からの用語に関する質問への対応法について（南沢委員） 
南沢委員長より、学会員（理学療法士、作業療法士養成大学所属の生理学エデュケーター資

格を有する教員）から第５３回理学療法士国家試験で出題された問題に関しての問い合わせ

が 10 月 10 日に事務局を通じて教育委員会委員長にあり、それに対しメールで回答した旨

の報告があった。学会員からのこうした質問を、教育委員会及び生理学エデュケーター認定

制度委員会で積極的に受け付けることの是非を議論した。現時点では積極的に受け付ける事

はせずに、ケースバイケースで対応することが確認された。 
 
 
【協議事項】 
1. 深田委員の交代について（南沢委員）  
曽我部隆彰先生（生理学研究所）と交代することが承認された。曽我部委員には次回教育委

員会からの出席をお願いする。 
 



2.高等学校の生物教育における重要用語の選定について（南沢委員） 
資料に基づき重要用語の選定についての、パブリックコメントなどをもとに論点整理が南沢

委員より行われ、意見交換を行った。本教育委員会会議で出た意見及び用語委員会、学術研

究委員会からの意見を南沢委員長が取りまとめて提言案を作成し、12 月中に改めて教育委

員会でも検討することになった。12 月末までに日本生理学会の意見として生科連に提言を

提出する予定である事を確認した。 
 
3.第 95 回生理学会の教育委員会開催について（南沢委員） 
平成 31 年 3/26(月)に開催することが確認された。 
	


